
公益社団法人和歌山市シルバー人材センター専門委員会設置規程
制定　平成３０年３月２７日規程第２号
改正  令和元年６月１４日規程第４号

（目的）

第１条　この規程は、公益社団法人和歌山市シルバー人材センター（以下「センター」という。）の組織活動の充実・発展を図り、より効果的に運営するために専門委員会（以下「委員会」という。）を設置し、センターの事業活動を円滑に推進することを目的とする
（委員会）

第２条　設置する委員会は次のとおりとする。ただし、必要と認められるときは、他の委員会を設置することができる。
（１）総務委員会
（２）就業開拓委員会
（３）安全・適正就業委員会

　（所掌事項）

第３条　委員会は、次に掲げる事項を所掌する。
（１）総務委員会
　　ア　センターの事業運営に関すること。
　　イ　組織機能の強化に関すること。
　　ウ　理事及び監事の候補者の選考に関すること。
（２）就業開拓委員会
　　ア　新たな就業機会の開拓に関すること。
　　イ　適正就業の推進に関すること。
（３）安全・適正就業委員会
　　ア　会員の健康・安全教育に関すること。
　　イ　会員の就業上の事故分析と事故対策に関すること。
　　ウ　安全適正就業に関すること。
　　エ　安全パトロールに関すること。
　　オ　地区安全対策員に関すること。

　（委嘱）
第４条　委員会の委員は、理事及び会員の中から理事長が委嘱する。

　（構成員数）

第５条　委員会の構成員は、次のとおりとする。
（１）総務委員会　理事６名以内、会員５名以内
（２）就業開拓委員会　理事６名以内、会員５名以内
（３）安全・適正就業委員会　理事２名以内、安全・適正就業推進員１名、会員９名以内
２　委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選により選出する。

３　委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。
４　副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。
　（会議）
第６条　委員会の会議は、委員長が招集し会議の座長となる。
２　委員長が必要と認めたときは、委員以外の者に出席を求めることができる。

　（任期）
第７条　委員の任期は２年とする。ただし再任は妨げない。
２　委員が欠けた場合の補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。
（報告）
第８条　委員長は、会議の経過及び結果を理事会に報告しなければならない。

（費用）
第９条　委員会の会議に出席した委員には、委員会一回につき１，０００円の費用を弁償することができる。ただし、同一日において、二回以上委員会に出席した場合も一回とみなす。ただし、和歌山市職員等公務員としての身分を有する者には適用しない。

２　センターは、管内職務のため市内に出張する委員に対して、公益社団法人和歌山市シルバー人材センター旅費規程（平成２５年規程第２号）の定めに準じて支給する。

　（庶務）
第１０条　委員会の庶務は、センター事務局において行う。
　　　附　則
１　この規程は、制定の日から起算して２月を経過した日から施行する。
２　公益社団法人和歌山市シルバー人材センター安全・適正就業委員会設置規程（平成２５年規程第６号）及び公益社団法人和歌山市シルバー人材センター専門部会設置要綱（平成２４年制定）は廃止する。
　　　附　則（平成３０年５月１６日）
　この規程は、平成３０年６月１日から施行する。
　　　附　則（令和元年６月１４日）

　この規程は、令和元年６月１４日から施行する。


